












クロアチアの最南端に位置するドブロブニク(ドゥブロヴニク)旧市街(クロアチア語:Dubrovnik/イタリア語:Ragusa/ラテ
ン語:Ragusium)は、13世紀以降に海洋貿易によって地中海交易の拠点として栄え「アドリア海の真珠」とうたわれる美しい
町並みを誇り、1979年に世界遺産に登録されアドリア海沿岸でも傑出した港で観光地でもあり、ドゥブロヴニク＝ネレトヴ
ァ郡の中心都市である。人口は2001年に行われた国勢調査で43,770人。クロアチア紛争以前の1991年に行われた国勢調査で
は49,728人。そのうち、約30,000人はドゥブロヴニク市街に居住しクロアチア人は住民の88.39%を占めている。
（注釈はwikipediaを引用）

http://ja.wikipedia.org/wiki/ドゥブロヴニク
Googleマップ [ドブロブニクの地図]

http://ja.wikipedia.org/wiki/???????
http://maps.google.co.jp/maps?f=q&source=s_q&hl=ja&geocode=&q=%E3%83%89%E3%83%96%E3%83%AD%E3%83%96%E3%83%8B%E3%82%AF&aq=&sll=43.596306,19.35791&sspn=11.646303,15.908203&brcurrent=3,0x0:0x0,0&ttype=dep&date=11%2F05%2F11&time=09:47&noexp=0&noal=0&sort=time&ie=UTF8&hq=%E3%83%89%E3%83%96%E3%83%AD%E3%83%96%E3%83%8B%E3%82%AF&hnear=&z=6
http://maps.google.co.jp/maps?f=q&source=s_q&hl=ja&geocode=&q=%E3%83%89%E3%83%96%E3%83%AD%E3%83%96%E3%83%8B%E3%82%AF&aq=&sll=43.596306,19.35791&sspn=11.646303,15.908203&brcurrent=3,0x0:0x0,0&ttype=dep&date=11%2F05%2F11&time=09:47&noexp=0&noal=0&sort=time&ie=UTF8&hq=%E3%83%89%E3%83%96%E3%83%AD%E3%83%96%E3%83%8B%E3%82%AF&hnear=&z=6


Googleマップ [ドブロブニクの地図]
（注意：PDFおよびePubではリンクしていない場合があります）



 
13世紀、地中海交易の拠点として栄え「アドリア海の真珠」とうたわれた自由都市「ドブロブニク」(ドゥブロヴニク旧市街）。碑銘
の門にはラテン語で「NON BENE PRO TOTO LIBERTAS VENDITUR AURO：如何なる黄金を積まれようとも、自由を売り渡してはな
らない」と刻まれている・・・

 
海洋貿易によって栄えたドブロブニク(ドゥブロヴニク)は、中世のラグーサ共和国はアマルフィ、ピサ、ジェノヴァ、ヴェ
ネツィアなどと共に5つの海洋共和国に数えられ、アドリア海東側では唯一のライバルである都市国家はヴェネチア共和国
だけであった。巧みな外交術と豊富な富に支えられ15世紀から16世紀にかけてはとくに特筆するほど発展した。1970年代、
恒久的に戦争による破壊から守るために非武装化されたが、1991年のユーゴスラビア崩壊に伴う紛争でセルビア・モンテネ
グロ勢力によって7ヶ月間包囲され砲撃により多大な損害を蒙った。
（注釈はwikipediaを引用）

http://ja.wikipedia.org/wiki/ドゥブロヴニク
（注意：PDFおよびePubではリンクしていない場合があります）

http://ja.wikipedia.org/wiki/???????












旧市街にある大きな教会の一つである聖ブラホ教会の名称にも因んでいる。アルボレトゥム・トルステノ(Arboretum Trsteno)
は世界で最古の植物園で1492年以前に遡る。また、ヨーロッパでは3番目に古い薬局があり、1317年に遡り現在でも営業し
ているなど旧市街地は古い建物を誇っている。イギリスの劇作家ジョージ・バーナード・ショーは1929年にドゥブロヴニク
を訪れ「この世の天国が見たければ、ドゥブロヴニクに行かれよ」と述べている。
（注釈はwikipediaを引用）

http://ja.wikipedia.org/wiki/ドゥブロヴニク
（注意：PDFおよびePubではリンクしていない場合があります）

http://ja.wikipedia.org/wiki/???????














































ネクタイの起源は、クロアチアの兵士がフランスを訪れた際、彼らが首に巻いていたスカーフが起源で、彼らは無事な帰還

を祈って妻や恋人から贈られたスカーフを首に巻いていて、それを見たルイ14世が側近の者に「あれは何だ？」と尋ねたと
ころ、側近の者はクロアチアの兵士について尋ねられたと勘違いし「クロアチア兵(クラバット)です」と答えたため、その
布をクラバット(cravat)と呼ぶようになり、現在でもフランス語ではネクタイを "cravate" と呼んでいる。
（注釈はwikipediaを引用）

http://ja.wikipedia.org/wiki/ネクタイ
（注意：PDFおよびePubではリンクしていない場合があります）

http://ja.wikipedia.org/wiki/????








ドブロブニク(ドゥブロヴニク)の顔でもある町を囲う城壁は周囲約1,900mあり、最初に造られたのは7世紀とされるが今日見
られる主要な部分は12世紀から17世紀にかけて造られている。
（城壁：旧市街を囲んでいる。通行でき、カフェや展望台も有る。内戦で甚大な被害を受けた）
（注釈はwikipediaを引用）

http://ja.wikipedia.org/wiki/ドゥブロヴニク
（注意：PDFおよびePubではリンクしていない場合があります）

http://ja.wikipedia.org/wiki/???????



































